
アセスメントとしての描画と、絵を描くという体験 

平成 30年度 

一般社団法人日本臨床心理士会臨床心理講座 

講座の内容等：バウムテスト、HTP、風景構成法等のアセスメントの道具としての描画

テストの紹介を行う。それと同時に、絵を描くという体験が、クライエントにとって

どのようなものであり、どのような意味を持つのか、ということについて、さまざま

な事を通して考察してみたい。 

できれば参加者の皆様と、いろいろな討論を楽しめれば、と願っております。 

 

講  師：横山 恭子 （ 上智大学総合人間科学部心理学科 教授 ） 

 

日  時：平成３１年２月１７日（日） １０：３０～１６：３０ 

 

場  所：文京区本郷 2-27-8 ユニゾ本郷 2丁目ビル 2階 当会研修室 

 http://www.jsccp.jp/center/access.php 

 

参加資格：臨床心理士・大学院生     定員５０名 

 

参 加 費：社）日本臨床心理士会 会員       ５,０００円 

臨床心理士 非会員            ８,０００円 

          大学院生（臨床心理士資格未取得に限る） ３,０００円 

ポイント：２ 

 

申し込み方法： （社）日本臨床心理士会 WEBページよりお申し込みください。 

         

       ＜受付手順＞   WEB申込で送信してください。 

↓ 

受付けた旨をメールで返信します。 

＜手順の説明＞ 

    ↓ 

                 受講料のご入金 

                    ↓ 

                「受講票」を送信します。 

        

 

レベル：初級・中級 

領 域：「全領域 

（教育・医療・産業・福祉・司法）」 


